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◎特集／経団連「労使自治を軸とした労働法制に関する提言」を読む

◎
特
集
／
経
団
連
「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提
言
」
を
読
む

団
結
権
に
よ
る
労
使
自
治
の
規
制
に
つ
い
て 

─
経
団
連
「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提
言
」
の
検
討

本
久
洋
一
　
國
學
院
大
學
教
授

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
経
団
連
「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法

制
に
関
す
る
提
言
」（
二
〇
二
四
年
一
月
一
六
日
、
以

下
「
経
団
連
提
言
」
後
掲
●
●
頁
）
に
つ
い
て
、「
労

使
協
創
協
議
制
」
を
中
心
に
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
団
連
提
言
に
よ
る
労
使
協
創
協
議
制
の
立
法
提
案
は
、

わ
が
国
最
大
の
経
営
者
団
体
に
よ
る
集
団
的
労
働
関
係

法
分
野
に
お
け
る
久
方
ぶ
り
の
意
見
表
明
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
（
二
）
で
述
べ
る
と
お
り
、

そ
の
内
容
に
は
団
結
権
保
障
お
よ
び
私
的
自
治
（
契
約

自
由
）
に
関
す
る
経
団
連
の
認
識
を
問
わ
ざ
る
を
え
な

い
基
本
的
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

戦
後
初
期
の
経
営
協
議
会
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
期
の

経
営
参
加
等
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
者
団
体
に
よ
る
集
団

的
労
働
関
係
法
上
の
提
言
は
、
い
ず
れ
も
わ
が
国
全
体

の
危
機
的
状
況
を
背
景
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
き
た）

1
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
経
団
連
提
言
は
、
時
代
状
況
の
劇
的

な
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も）

2
（

、
厚
労
省
に
お
け
る

働
き
方
改
革
関
連
法
の
見
直
し
作
業）

3
（

に
向
け
て
、
も
っ

ぱ
ら
政
府
を
名
宛
人
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
そ
の
内

容
は
、
基
本
的
に
は
政
府
へ
の
要
望
が
羅
列
さ
れ
る
の

み
で
あ
っ
て
、
各
要
望
事
項
に
は
相
互
の
矛
盾
す
ら
散

見
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
簡
素
か
つ
粗
雑
な
文
書
が
意
味
を
な
す

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
経
団
連
提
言
と
政
府
に
お
け
る

働
き
方
改
革
関
連
法
の
見
直
し
作
業
と
が
重
要
部
分
に

お
い
て
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
経
団

連
の
側
が
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い）

5
（

。

代
表
的
経
営
者
団
体
に
よ
る
「
労
使
自
治
」
を
掲
げ
た

集
団
的
労
働
関
係
法
に
関
す
る
重
大
な
提
言
が
、
労
働

者
お
よ
び
労
働
組
合
に
背
を
向
け
て
、
政
府
へ
の
符
牒

の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
大
き
な
問

題
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

以
下
、
経
団
連
提
言
を
概
説
し
た
う
え
で
（
一
）、

労
働
法
学
的
観
点
か
ら
ご
く
基
本
的
な
レ
ベ
ル
に
お
け

る
問
題
点
を
述
べ
る
（
二
）。

一
　
経
団
連
提
言
の
概
要

⑴　

今
後
の
「
労
働
法
制）

6
（

」
に
求
め
る
基
本
的
視
点
と

し
て
、
経
団
連
提
言
は
、「
労
働
者
の
健
康
確
保
は
最

優
先
」、「
労
使
自
治
を
重
視
／
法
制
度
は
シ
ン
プ
ル

に
」
お
よ
び
「
時
代
に
あ
っ
た
制
度
見
直
し
を
」
の
三

つ
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
は
、「
労
使
で
の
議
論

を
尊
重
し
、
労
働
基
準
法
制
に
よ
る
画
一
的
規
制
の
弊

害
を
最
低
限
に
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
長
時
間
労

働
等
で
労
働
者
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
健

康
確
保
を
更
に
徹
底
し
、
健
全
な
労
使
自
治
を
構
築
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」（
後
掲
●
●
頁
）
と
の
一

文
に
集
約
さ
れ
て
い
る）

7
（

。

⑵　

経
団
連
提
言
は
、「
具
体
的
に
見
直
し
を
求
め
る

事
項
」
と
し
て
は
、
総
論
部
分
に
お
い
て
示
さ
れ
た
三

つ
の
視
点
の
な
か
か
ら
「
労
使
自
治
を
重
視
／
法
制
度

は
シ
ン
プ
ル
に
」
の
一
つ
に
絞
り
、
①
過
半
数
労
働
組

合
が
あ
る
企
業
、
③
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い
企
業
、

お
よ
び
③
全
企
業
の
三
つ
の
場
合
に
分
け
て）

8
（

、
労
働
法

制
の
見
直
し
を
政
府
に
求
め
て
い
る
。

　

経
団
連
提
言
の
労
働
法
制
の
見
直
し
提
案
は
、
⒜
制

度
の
大
筋
を
述
べ
て
か
ら
、
政
府
に
対
す
る
具
体
的
な

制
度
提
案
と
し
て
、
最
優
先
事
項
た
る
⒝
第
一
次
的
提

案
を
は
じ
め
に
掲
げ
た
う
え
で
、
⒞
第
二
次
的
諸
提
案

を
並
置
し
て
い
く
と
い
う
、
独
特
の
構
成
で
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
大
変
読
み
に
く
い
の
は
、
⒝
と
⒞
と
の

論
理
的
関
係
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
互
に
矛
盾
す
る

場
合
も
少
な
い
こ
と
で
あ
る）

9
（

。
以
下
の
概
説
に
つ
い
て

は
、
以
上
の
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

①
過
半
数
労
働
組
合）
10
（

が
あ
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
⒜

経
団
連
提
言
は
、
過
半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
合

意
に
よ
る
「
労
働
時
間
規
制
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
範
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囲
拡
大
」
を
求
め
て
い
る
。

　
「
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、「
国
家
法
自
体

は
原
則
的
な
シ
ン
プ
ル
な
規
制
と
し
、
そ
れ
を
企
業
の

現
場
で
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
が
適
切
で
な
い
場
合
は
、

労
働
者
と
使
用
者
の
集
団
的
な
合
意
に
よ
り
、
各
社
の

実
態
に
応
じ
、
規
制
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
。
法
定
労

働
時
間
を
超
え
た
時
間
外
労
働
を
許
容
す
る
三
六
協
定

の
締
結
が
代
表
例
」
と
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る）
11
（

。

　

過
半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
合
意
に
よ
る
デ
ロ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
拡
大
の
要
件
と
し
て
は
、
当
該
過

半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
側
と
が
「
定
期
的
に
情
報
共

有
・
協
議
・
交
渉
」
す
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
当
該
合
意
が
十
分
な
協
議
を
経
て
い
る
こ
と
、
お

よ
び
「
十
分
な
健
康
確
保
措
置
等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

具
体
的
な
制
度
提
案
と
し
て
は
、
⒝
経
団
連
提
言
は
、

ま
ず
は
裁
量
労
働
制
（
専
門
業
務
型
・
企
画
業
務
型
）

の
対
象
業
務
を
前
記
の
労
使
合
意
に
よ
り
拡
大
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る）
12
（

。

　

⒞
第
二
次
的
諸
提
案
と
し
て
は
、「
企
画
業
務
型
の

労
使
委
員
会
を
、
過
半
数
労
働
組
合
の
役
員
と
企
業
担

当
者
と
の
組
織
が
代
替
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
や

デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
拡
大
に
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
も
加
え
る
こ
と
「
も
考
え
ら

れ
る
」
と
し
て
い
る）
13
（

。

　

②
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い
企
業
に
つ
い
て
は
、
⒜

経
団
連
提
言
は
、
労
使
協
創
協
議
制
の
立
法
化
を
求
め

て
い
る
。

　

⒝
「
具
体
的
内
容
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
経
団
連
提
言
は
、
以
下
の
よ

う
な
具
体
的
な
制
度
提
案
を
し
て
い
る
。

　

労
使
協
創
協
議
制
は
、
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い
企

業
に
限
り
、「
個
別
労
使
の
判
断
に
基
づ
く
選
択
制
」

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
事
業
場
ご
と
に）
14
（

設
置
さ
れ
る
。

労
使
協
創
協
議
制
は
、「
有
期
雇
用
等
労
働
者
も
含
め

雇
用
し
て
い
る
全
て
の
労
働
者
の
中
か
ら
民
主
的
な
手

続
き
に
よ
り
複
数
人
の
代
表
を
選
出
、
行
政
機
関
に
よ

る
認
証
を
取
得
、
必
要
十
分
な
情
報
提
供
と
定
期
的
な

協
議
を
実
施
、
活
動
に
必
要
な
範
囲
で
の
便
宜
供
与
を

行
う
な
ど
」（
後
掲
●
●
頁
）
の
要
件
を
満
た
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

労
使
協
創
協
議
制
が
上
記
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
法
制
対
応
の
た
め
有
期
雇

用
等
労
働
者
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
な
ど
、
労
働
者

代
表
者）
15
（

と
会
社
代
表
者
と
の
間
で
個
々
の
労
働
者）
16
（

を
規

律
す
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る）
17
（

。」

　

労
使
協
創
協
議
制
に
お
け
る
労
使
合
意
の
内
容
に
つ

い
て
は
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
法
制
対
応
の
た
め
有

期
雇
用
等
労
働
者
の
労
働
条
件
を
改
善
」
が
例
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
経
団
連
提
言
の
図
６
（
後
掲
●
●

頁
）
に
よ
る
と
、
よ
り
一
般
的
に
「
労
働
条
件
改
定
・

設
定
」
と
い
う
意
味
で
の
労
働
契
約
の
規
律
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る）
18
（

。

　

⒞
労
使
協
創
協
議
制
に
お
け
る
労
使
合
意
の
効
力
に

つ
い
て
は
、「
よ
り
厳
格
な
条
件
の
下
、
就
業
規
則
の

合
理
性
推
定
や
労
働
時
間
制
度
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を

認
め
る
こ
と
も
検
討
対
象
に
な
り
う
る）
19
（

」
と
す
る）
20
（

。

　

ま
た
、
労
使
協
創
協
議
制
の
前
記
要
件
は
満
た
さ
な

い
も
の
の
、「
実
質
的
に
労
使
協
議
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
社
員
や
社
員
親
睦
会
等
を
相
手
と
し
た
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
後
掲
●
●
頁
）
に
お
け
る

「
協
議
・
合
意
」
も
有
期
雇
用
等
労
働
者
に
対
す
る
均

衡
待
遇
の
合
理
性
判
断
に
含
ま
れ
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
盛
り
込
む
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

③
全
企
業
に
つ
い
て
は
、
経
団
連
提
言
は
、
⒜
労
基

法
に
お
け
る
事
業
場
単
位
で
の
規
制
を
見
直
す
タ
イ
ミ

ン
グ
に
来
て
い
る
と
し
て
、
⒝
「
就
業
規
則
の
作
成
や

労
使
協
定
の
締
結
、
労
使
委
員
会
の
決
議
は
、
企
業
単

位
で
の
手
続
き
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
」（
後
掲
●

●
頁
）
と
す
る
。

　

⒞
ま
た
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
特
性
と
労
働
者
の
希

望
と
に
基
づ
い
た
議
論
を
よ
り
効
果
的
に
で
き
る
よ

う
、
議
論
す
る
テ
ー
マ
に
応
じ
て
特
定
の
職
種
の
労
働

者
か
ら
過
半
数
代
表
者
や
労
使
委
員
会
の
労
働
者
側
委

員
を
選
出
し
、
そ
の
者
に
対
し
、
就
業
規
則
の
作
成
・

変
更
時
の
意
見
聴
取
や
職
種
ご
と
の
労
使
協
定
の
締
結
、

労
使
委
員
会
の
決
議
等
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

（
後
掲
●
●
頁
）
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

以
上
、
経
団
連
提
言
は
、
第
一
次
的
な
提
案
事
項

を
概
括
す
る
と
、
①
過
半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の

合
意
に
よ
る
労
働
時
間
制
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大

（
と
く
に
裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務
の
労
使
合
意
に
よ

る
決
定
）
を
認
め
る
こ
と
、
②
過
半
数
労
働
組
合
が
な

い
場
合
に
は
労
使
協
創
協
議
制
に
お
け
る
労
使
合
意
に

よ
り
労
働
条
件
の
決
定
・
変
更
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
③
就
業
規
則
の
作
成
や
労
使
協
定
の
締
結
、
労
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使
委
員
会
の
決
議
は
、
企
業
単
位
で
の
手
続
き
を
可
能

と
す
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
以
下
、
②
労
使
協
創
協

議
制
を
中
心
に
、
経
団
連
提
言
を
検
討
す
る
。

二
　
経
団
連
提
言
の
検
討

１　

労
働
者
・
労
働
組
合
・
労
働
法
へ
の
眼
差
し

　

経
団
連
提
言
を
読
ん
で
大
変
気
に
な
っ
た
の
は
、
経

営
者
団
体
が
労
働
者
・
労
働
組
合
・
労
働
法
へ
向
け
る

眼
差
し
の
殺
伐
と
し
た
荒
涼
感
で
あ
る
。
労
使
協
創
協

議
制
の
法
的
検
討
に
入
る
前
に
、
経
団
連
提
言
の
全
体

的
印
象
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

⑴　

ま
ず
は
、
経
団
連
提
言
に
お
け
る
労
働
者
像
で
あ

る
。
違
和
感
を
感
じ
る
の
は
、「
労
使
自
治
を
軸
と
し

た
労
働
法
制
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
労
働
者
の
健

康
確
保
が
仰
々
し
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

経
団
連
提
言
に
お
い
て
は
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
」
の

普
及
促
進
す
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
者
を
家
畜

視
し
て
い
る
疑
い
を
払
拭
で
き
な
い）
21
（

。
か
の
日
経
連

『
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」』（
一
九
九
五
年
）
に
お

い
て
す
ら
「
人
間
中
心
（
尊
重
）
の
経
営
」
が
強
調
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
の
経
団
連
の
ス
タ
ー
ト
を
飾

っ
た
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
『
活
力
と
魅
力
溢
れ
る
日
本
を
め

ざ
し
て
』（
二
〇
〇
三
年
）
は
「
自
立
し
た
個
人
中
心

の
社
会
実
現
」
を
打
ち
出
し
て
、
一
定
の
反
響
を
呼
ん

だ）
22
（

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
経
団
連
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
追

っ
て
い
く
と
、
人
間
尊
重
も
個
人
の
自
立
も
ど
こ
か
に

消
え
て
、「
人
口
」
の
観
点
か
ら
の
み
労
働
者
を
捉
え

る
眼
差
し
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く）
23
（

。

　

経
団
連
が
「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法
制
」
に

本
気
で
取
り
組
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
を
数
や

保
健
の
観
点
か
ら
の
み
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

個
々
の
自
由
な
意
思
を
持
っ
た
人
格
（
す
な
わ
ち
法
主

体
）
と
し
て
労
働
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

心
身
の
健
康
は
労
働
者
人
格
の
最
低
ラ
イ
ン）
24
（

で
あ
っ

て
、
労
基
法
上
の
労
働
時
間
規
制
は
、
不
十
分
な
が
ら

も
、
わ
が
国
に
お
い
て
労
働
者
人
格
の
最
低
ラ
イ
ン
を

支
え
て
き
た
貴
重
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

労
働
時
間
規
制
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
健
康
確
保

の
主
張
は
端
的
に
矛
盾
で
あ
る
し
、
労
働
時
間
規
制
は

労
働
者
人
格
の
最
低
ラ
イ
ン
を
支
え
る
法
規
制
で
あ
る

以
上
、
労
使
自
治
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
の
デ
ロ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
も
ま
た
、
一
方
当
事
者
た
る
労
働
者
人
格
の
根

底
た
る
心
身
の
健
康
に
危
険
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味

で
、
労
使
自
治
の
自
己
破
壊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
の
背
理
矛
盾
は
、
わ
が
国
の
労
働
時
間
規
制

の
絶
対
的
最
低
基
準
が
過
労
死
ラ
イ
ン
に
置
か
れ
て
お

り
、
経
団
連
提
言
が
残
業
規
制
の
適
用
除
外
を
許
す
デ

ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
裁
量
労
働
制
、
高
プ
ロ
）
の
対
象
業

務
の
拡
大
を
「
労
使
自
治
」
の
目
的
と
し
て
明
示
し
て

い
る
だ
け
に
、
あ
ま
り
に
も
わ
か
り
や
す
い
。

⑵　

経
団
連
提
言
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
①
過
半
数
労

働
組
合
が
あ
る
場
合
、
②
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い
場

合
、
③
全
企
業
の
場
合
分
け
に
よ
り
、
立
法
論
を
展
開

し
て
い
る
。
大
変
気
に
な
る
の
は
、
経
団
連
提
言
の
図

６
（
後
掲
●
●
頁
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

過
半
数
労
働
組
合
と
労
使
協
創
協
議
制
と
を
、
労
働
時

間
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働
条
件
改
定
・
設
定
の
観

点
か
ら
、
同
列
に
並
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
経
団
連

提
言
は
、
簡
単
に
い
う
と
、
①
過
半
数
労
働
組
合
と
使

用
者
と
の
労
使
協
議
制
に
労
使
委
員
会
の
機
能
（
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
、
高
プ
ロ
等
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）

の
拡
大
版
を
持
た
せ
、
②
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い
企

業
に
つ
い
て
労
働
協
約
に
類
す
る
契
約
締
結
権
限
（
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
）
を
有
す
る
労
使
協
議
制
を
促

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
整
理
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
（
あ
く
ま
で
も
経
団
連
か
ら
見

た
）
民
間
大
労
組
の
機
能
（
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
）
が
端
的
に
表
明
さ
れ
た
史
料
と

し
て
後
世
に
お
い
て
価
値
が
見
出
さ
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

し
か
し
、「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法
制
」
を

打
ち
出
し
、
憲
法
二
八
条
の
「
最
大
限
尊
重
」
を
謳
う

文
書
が
、
こ
れ
で
は
通
用
し
な
い
。
労
働
組
合
と
労
使

協
議
制
と
の
法
的
区
別
が
し
っ
か
り
と
認
識
と
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
お
話
に
な
ら
な
い
。
こ
の
点
の
認
識
の

混
濁
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
の
が
労
使
協
創
協
議

制
に
お
け
る
「
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
を
締

結
す
る
権
限
」
の
立
法
構
想
で
あ
る
（
次
節
で
扱
う
）。

ま
た
、
現
在
の
労
働
組
合
は
、（
あ
く
ま
で
も
経
団
連

の
眼
差
し
に
映
っ
た
限
り
に
お
け
る
）
民
間
大
労
組
の

よ
う
な
機
能
し
か
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
実

際
、
現
在
の
労
働
組
合
の
活
動
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ

る）
25
（

。

　

経
団
連
提
言
に
お
け
る
労
使
協
議
制
の
押
し
出
し
に

強
い
不
安
を
感
じ
る
の
は
、
か
つ
て
わ
が
国
の
高
度
経
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済
成
長
を
牽
引
し
た
と
さ
れ
る
日
本
的
経
営
と
く
に
協

調
的
労
使
関
係
へ
の
固
執
な
い
し
郷
愁
が
根
強
く
看
取

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
労
使
協
創
協
議

制
の
提
言
は
、
直
截
に
い
っ
て
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
の
極

み
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
新
し
い
労
使
関
係
の
協
創

（C
o-C

reation

）
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
い
う
印
象

を
禁
じ
え
な
い
。

⑶　

経
団
連
提
言
の
「
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
論
は
、
健

康
確
保
お
よ
び
労
使
自
治
の
観
点
か
ら
背
理
矛
盾
で
あ

る
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
労
働
法
の
基
本

的
認
識
に
つ
い
て
も
大
い
に
不
安
で
あ
る
。

　

い
ち
ば
ん
危
惧
を
覚
え
る
の
は
、
経
団
連
提
言
が

「
労
使
で
の
議
論
を
尊
重
し
、
労
働
基
準
法
制
に
よ
る

画
一
的
規
制
の
弊
害
を
最
低
限
に
し
て
い
く
」
こ
と
、

あ
る
い
は
「
国
家
法
自
体
は
原
則
的
な
シ
ン
プ
ル
な
規

制
と
し
、
そ
れ
を
企
業
の
現
場
で
そ
の
ま
ま
適
用
す
る

の
が
適
切
で
な
い
場
合
は
、
労
働
者
と
使
用
者
の
集
団

的
な
合
意
に
よ
り
、
各
社
の
実
態
に
応
じ
、
規
制
の
例

外
を
認
め
る
こ
と）
26
（

」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
、
デ
ロ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
を
あ
た
か
も
新
し
い
労
働
法
の
モ
デ
ル
の
よ

う
に
、
打
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

こ
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
労

働
者
に
つ
い
て
週
三
五
時
間
労
働
制）
27
（

を
行
な
い
、
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
に
譬
え
ら
れ
る
ほ
ど
複
雑
な
労
働
法
制
を
も

つ
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
国
で
あ
れ
ば
、
一
定
程
度
、
現

実
性
を
も
つ
の
か
も
し
れ
な
い）
28
（

。

　

し
か
し
、
日
本
の
労
働
法
制
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、

私
的
自
治
（
契
約
自
由
）
の
大
海
に
浮
か
ぶ
小
島
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
、
三
六
協

定
に
よ
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
長
き
に
わ
た

っ
て
週
四
〇
時
間
労
働
制
（
労
基
法
三
二
条
一
項
）
は

名
ば
か
り
で
あ
り
、
青
天
井
の
残
業
が
許
容
さ
れ
て
い

た
。
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
二
〇
一

八
年
の
労
基
法
改
正
に
よ
り
、
よ
う
や
く
月
四
五
時
間

・
年
三
六
〇
時
間
と
い
う
残
業
限
度
時
間
（
労
基
法
三

六
条
四
項
）
が
法
制
化
さ
れ
た
が
、
こ
の
基
準
す
ら
三

六
協
定
の
特
別
条
項
に
よ
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

で
あ
り
（
労
基
法
三
六
条
五
項
）、
絶
対
的
な
残
業
限

度
時
間
は
、
月
一
〇
〇
時
間
未
満
、
二
〜
六
ヵ
月
平
均

八
〇
時
間
以
内
（
労
基
法
三
六
条
六
項
）
と
い
う
過
労

死
ラ
イ
ン
（
現
行
の
令
三
・
九
・
一
四
基
発
九
一
四
第

一
号
も
同
じ
で
あ
る
）
に
設
定
さ
れ
た
。

　

経
団
連
提
言
は
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
三
六

協
定
の
締
結
が
代
表
例）
29
（

」
と
す
る
。
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

の
モ
デ
ル
が
三
六
協
定
で
あ
る
と
す
る
と
、
経
団
連
提

言
の
い
う
「
健
康
確
保
」
の
水
準
は
過
労
死
ラ
イ
ン

（
労
基
法
三
六
条
六
項
）
に
あ
り
、
こ
の
過
労
死
ラ
イ

ン
す
ら
裁
量
労
働
制
や
高
プ
ロ
の
対
象
業
務
の
拡
大
に

よ
り
突
破
し
よ
う
と
し
て
「
労
使
自
治
」
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
ほ
か
な
い
。

　

経
団
連
提
言
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、
労
働
人
口
が

減
っ
て
い
る
の
で
労
働
時
間
の
延
長
を
許
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
労
働
法
制
は

現
時
点
で
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
労
働
時
間
の
延
長
が
可

能
な
非
常
に
低
レ
ベ
ル
な
規
制
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
以
上
の
「
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
無
理
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
問
題
の
所
在
は
、
労
働
法
制
に
で
は
な
く
、

恐
ろ
し
い
ほ
ど
非
効
率
的
な
働
か
せ
方
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

２　

労
使
協
創
協
議
制
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
経
団
連
提
言
の
中
核
部
分
で
あ
る
労
使
協

創
協
議
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
経
団
連
提
言
そ
れ
自

体
が
「
具
体
的
内
容
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
基
本
的
な
レ
ベ
ル

で
の
分
析
と
な
る
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
確
認
す
べ
き
は
、
労
使
協
創
協
議
制

は
労
働
者
代
表
制
の
提
案
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
労

働
者
代
表
法
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
学
説
上
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り）
30
（

、
近
年
で
は
、
労
働
組
合
側

か
ら
も
労
働
者
代
表
法
案
の
構
想
が
提
示
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る）
31
（

。
こ
れ
ら
の
学
説
お
よ
び
労
働
組
合
の
側
か

ら
の
労
働
者
代
表
法
制
の
構
想
は
、
い
ず
れ
も
法
律
に

よ
る
労
働
者
代
表
制
の
強
制
設
置
を
予
定
し
、
で
あ
る

か
ら
こ
そ
労
働
者
代
表
の
協
議
権
や
労
使
協
定
の
締
結

権
限
は
法
律
に
よ
っ
て
厳
格
に
制
限
さ
れ
る
、
と
い
う

構
造
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る）
32
（

。
こ
の
よ
う
な
構

造
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
諸
構
想
で
は
、

団
結
権
保
障
（
憲
法
二
八
条
）
と
の
抵
触
が
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
労
使
協
創
協
議
制
は
、「
個
別
労

使
の
判
断
に
基
づ
く
選
択
制
」
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る

労
使
協
議
制
で
あ
っ
て
、
第
一
次
的
提
案
で
は
、「
労

働
条
件
改
定
・
設
定
」
を
行
な
う
「
労
働
者
代
表
者
と

会
社
代
表
者
と
の
間
で
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る
契

約
を
締
結
す
る
権
限
」
が
法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
。

こ
の
立
法
提
言
は
、「
個
別
労
使
の
判
断
」
で
設
立
さ
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れ
る
「
会
社
代
表
者
」
を
含
む
労
使
混
合
の
協
議
体
の

妥
結
結
果
に
対
し
労
働
協
約
に
準
じ
た
効
力
（
労
働
条

件
改
定
・
設
定
）
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま

さ
に
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
企
業
を
彷
彿
と
さ
せ

る
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン）
33
（

の
法
制
化
そ
の
も
の
で
あ

っ
て
、
ま
ず
は
憲
法
二
八
条
に
違
反
し
、
そ
も
そ
も
立

法
裁
量
の
範
囲
外
に
あ
る
提
言
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

念
の
た
め
に
法
律
論
を
述
べ
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

労
使
協
創
協
議
制
が
「
労
働
条
件
改
定
・
設
定
」
に
つ

い
て
の
決
定
権
限
を
持
た
な
い
、
単
な
る
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
設
立
は
、
そ

れ
こ
そ
「
個
別
労
使
の
判
断
」
の
問
題
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、「
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
を
締
結
す

る
権
限
」
を
持
つ
制
度
と
な
る
と
、
個
々
の
労
働
者
の

私
的
自
治
（
契
約
自
由
）
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
か
な
り
の
要
件
が
過
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

労
働
組
合
が
労
働
協
約
締
結
権
限
（
労
組
法
一
六

条
）
を
持
つ
の
は
、「
労
働
者
が
主
体
と
な
つ
て
自
主

的
に
労
働
条
件
の
維
持
改
善
そ
の
他
経
済
的
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
組
織
す
る
団

体
」（
労
組
法
二
条
一
項
本
文
）
で
あ
っ
て
、
労
働
三

権
（
憲
法
二
八
条
）
を
享
受
す
る
か
ら
で
あ
る
。
労
働

組
合
は
、
使
用
者
に
対
す
る
自
主
性
（
労
組
法
二
条
一

項
本
文
）
と
対
抗
権
限
（
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
争

議
権
の
労
働
三
権
）
と
を
具
備
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

個
々
の
組
合
員
の
契
約
を
規
律
す
る
権
限
（
労
働
協
約

締
結
権
限
）
の
法
律
に
よ
る
付
与
が
わ
が
国
の
憲
法
秩

序
に
お
い
て
特
別
に
許
容
さ
れ
て
い
る
。
個
々
人
の
契

約
に
対
す
る
規
律
権
限
の
第
三
者
へ
の
付
与
は
、
私
的

自
治
（
契
約
自
由
）
の
例
外
中
の
例
外
で
あ
る
の
で
、

（
憲
法
レ
ベ
ル
の
）
特
段
の
法
的
根
拠
を
要
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
労
使
協
創
協
議
制
は
、「
個
別
労

使
の
判
断
」
で
設
立
さ
れ
る
「
会
社
代
表
者
」
を
含
む

労
使
混
合
の
協
議
体
で
あ
る
か
ら
、
設
立
と
構
成
に
お

け
る
使
用
者
の
関
与
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
そ
も
そ
も
労
働
者
に
お
け
る
自
主
性
を
欠
い
て

お
り
、
労
働
者
代
表
者
は
、
複
数
人
と
い
っ
て
も
、
固

有
の
機
関
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
（
労
働
者
代

表
制
と
の
差
異
）、
会
社
に
対
す
る
対
抗
権
限
を
何
ら

有
し
て
い
な
い
。
労
使
協
創
協
議
制
は
、「
有
期
雇
用

等
労
働
者
も
含
め
雇
用
し
て
い
る
全
て
の
労
働
者
の
中

か
ら
民
主
的
な
手
続
き
に
よ
り
」
労
働
者
代
表
が
選
出

さ
れ
る
と
し
て
も
、
使
用
者
に
対
す
る
自
主
性
も
自
主

性
を
確
保
す
る
制
度
的
保
障
も
具
備
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
わ
が
国
の
憲
法
秩
序
の
も
と
で
は
、
個
々
の
労

働
契
約
の
規
律
を
許
さ
れ
る
規
範
的
根
拠
な
い
し
正
統

性
を
そ
も
そ
も
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
協
議
体
に
つ
い
て

「
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
」

を
付
与
す
る
立
法
は
、
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
を
推

進
す
る
も
の
と
し
て
団
結
権
保
障
（
憲
法
二
八
条
）
に

反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
的
自
治
（
契
約
自
由
）
原
則

（
憲
法
二
二
条
、
同
二
九
条
お
よ
び
同
一
三
条）
34
（

）
に
も

反
す
る
も
の
と
し
て
、
立
法
裁
量
の
範
囲
外
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る）
35
（

。
労
使
協
創
協
議
制
の
提
言
は
ユ

ニ
オ
ニ
ズ
ム
に
も
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
も
反
す
る
暴
論
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
労
使
協
創
協
議
制
の
第
二
次
的
提
案
は
、
要

件
を
加
重
し
て
就
業
規
則
の
合
理
性
推
定
機
能
を
労
使

協
創
協
議
制
に
お
け
る
労
使
の
妥
結
に
持
た
せ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
就
業
規
則
の
合
理
性
推
定
と
い
う
媒
介

項
を
介
し
て
も
個
々
の
労
働
契
約
の
規
律
と
い
う
結
果

に
変
わ
り
は
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
原
則
的
に
合
理
性

推
定
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
も
ま
た
同
様
に
立
法
裁
量

の
範
囲
外
で
あ
る）
36
（

。

お
わ
り
に

　

経
団
連
提
言
を
読
ん
で
勉
強
に
な
っ
た
の
は
、
団
結

権
保
障
（
憲
法
二
八
条
）
に
は
、
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ

オ
ン
型
の
従
業
員
組
織
を
設
立
す
る
実
務
や
立
法
を
抑

止
す
る
と
い
う
重
要
な
規
範
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
団
結
権
に
は
労
使
自

治
を
規
制
す
る
機
能
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労

使
関
係
当
事
者
も
学
者
も
、
労
働
組
合
の
な
い
事
業
場

を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
型
の

従
業
員
組
織
の
危
険
性
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
経
団
連
提
言
の
登
場
は
、
こ
の

点
に
大
き
な
警
鐘
を
鳴
ら
す
契
機
と
な
っ
た
点
に
意
義

が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
非
労
働
組
合
労
働
者
代
表
制
の
法
制
化
は
、

本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
団
結
権
保
障
お
よ
び
私
的
自

治
（
契
約
自
由
）
と
の
調
整
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

膨
大
な
量
の
決
疑
論
上
の
課
題
が
湧
出
す
る
こ
と
と
な

り
、
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
は
避
け
ら
れ
な
い
。
経
団
連
提
言
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は
、「
労
使
自
治
を
重
視
／
法
制
度
は
シ
ン
プ
ル
に
」

を
基
本
的
視
点
と
し
て
い
る
が
、
法
制
度
を
シ
ン
プ
ル

に
し
た
と
こ
ろ
で
、
法
律
問
題）
37
（

は
シ
ン
プ
ル
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

（
1
）
経
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
木
元
進
一
郎
『
労
働
組
合

の
「
経
営
参
加
」
新
訂
増
補
』（
森
山
書
店
、
一
九
八
六

年
）
二
六
七
頁
以
下
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
期
の
経
営
参
加

論
に
つ
い
て
は
、
日
本
労
働
協
会
編
『
経
営
参
加
の
論
理

と
展
望
』（
日
本
労
働
協
会
、
一
九
七
六
年
）
一
八
五
頁

以
下
。
労
働
法
学
者
に
よ
る
総
括
的
分
析
と
し
て
、
中
嶋

士
元
也
「
わ
が
国
の
労
使
協
議
制
の
沿
革
」
日
本
労
働
研

究
機
構
編
『
労
使
協
議
制
の
研
究
』（
日
本
労
働
研
究
機

構
、
一
九
九
四
年
）
九
一
頁
以
下
。

（
2
）
現
在
も
ま
た
危
機
で
あ
る
が
、「
時
代
状
況
の
劇
的
な

変
化
」
と
い
う
よ
り
も
、「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
と
い
わ

れ
る
経
済
の
長
期
停
滞
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
き
そ
う

な
閉
塞
感
と
展
望
の
な
さ
に
大
き
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
経
営
協
議
会
が
議
論
さ
れ
た
戦
後
初
期

に
は
戦
後
復
興
と
い
う
大
目
標
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
営

参
加
が
議
論
さ
れ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
期
に
は
、
高
度
経

済
成
長
の
余
波
と
「
西
ド
イ
ツ
へ
の
憧
憬
」（
日
本
労
働

協
会
編
・
前
掲
注
（
１
）
書
二
〇
四
頁
以
下
）
等
が
あ
っ

た
。
な
お
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
切
っ
た
と
さ
れ
る

日
本
的
経
営
へ
の
内
外
の
礼
賛
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代

末
頃
に
は
経
営
者
側
に
よ
る
経
営
参
加
論
は
下
火
に
な
る

が
、
日
本
的
経
営
礼
賛
論
が
落
ち
着
き
始
め
た
一
九
八
〇

年
代
末
頃
、
暉
峻
淑
子
『
豊
か
さ
と
は
何
か
』（
一
九
八

九
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
り
、
今
度
は
労
働
者
生
活
へ
の

反
省
と
し
て
、
再
び
「
西
ド
イ
ツ
へ
の
憧
憬
」
が
労
働
界

を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
。

（
3
）
厚
労
省
は
、
本
年
一
月
二
三
日
よ
り
、「
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」）
の
施
行
後
五
年
の
見

直
し
規
定
（
附
則
一
二
条
一
項
お
よ
び
三
項
）
を
受
け
て
、

今
後
の
労
働
基
準
関
係
法
制
に
つ
い
て
、
包
括
的
か
つ
中

長
期
的
な
検
討
と
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
る
労
働
時
間

法
関
係
諸
規
定
の
見
直
し
と
を
目
的
と
す
る
労
働
基
準
関

係
法
制
研
究
会
を
開
始
し
て
い
る
。
経
団
連
提
言
は
、
五

月
一
〇
日
の
同
研
究
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
経
団
連

に
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
た
。

（
4
）
経
団
連
提
言
に
は
「『
労
使
自
治
を
重
視
／
法
制
度
は

シ
ン
プ
ル
に
』
の
基
本
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
政
府
に
は

三
点
の
制
度
見
直
し
を
求
め
た
い
」
と
の
記
述
が
あ
る

（
後
掲
●
●
頁
）。
ま
た
、
経
団
連
提
言
は
経
団
連
労
働
法

規
委
員
会
労
働
法
企
画
部
会
会
長
か
ら
労
働
省
労
働
基
準

局
長
へ
と
手
交
さ
れ
た
（
週
刊
経
団
連
タ
イ
ム
ス
二
〇
二

四
年
二
月
一
日
三
六
二
三
号
）。

（
5
）
経
団
連
提
言
の
重
要
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
、

厚
労
省
「
新
し
い
時
代
の
働
き
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告

書
」（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
〇
日
。
以
下
「
新
時
代
研

報
告
書
」）
が
あ
る
。
同
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
本
久
洋

一
「
新
し
い
労
働
基
準
法
制
の
規
制
原
理
に
つ
い
て
」
労

働
法
律
旬
報
誌
二
〇
五
二
号
（
二
〇
二
四
年
）
六
頁
以
下

な
ら
び
に
同
誌
同
号
所
載
の
佐
々
木
亮
、
冨
髙
裕
子
お
よ

び
伊
藤
圭
一
諸
氏
の
諸
論
攷
を
参
照
。

（
6
）
経
団
連
提
言
に
お
い
て
、「
労
働
法
制
」
の
定
義
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
言
及
さ
れ
る
法
律
に
照
ら
す
と
、
少

な
く
と
も
憲
法
二
八
条
、
労
働
基
準
法
、
労
働
契
約
法
お

よ
び
労
働
組
合
法
を
含
む
、
労
働
法
の
中
核
部
分
を
概
括

的
に
指
す
用
語
の
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
こ
の
総
論
部
分
は
、
そ
れ
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
新
時
代
研
報
告
書
（
前
掲
注
（
5
））
の
引
き
写
し

の
観
が
あ
る
。
た
だ
し
、
新
時
代
研
報
告
書
で
は
、
健
康

確
保
の
み
な
ら
ず
、
現
行
の
労
基
法
に
お
け
る
「
労
働
憲

章
的
な
規
定
や
基
本
原
則
、
封
建
的
な
労
働
慣
行
を
排
除

す
る
た
め
の
規
定
」
等
の
堅
持
が
「
労
働
基
準
法
制
」
の

基
本
的
視
点
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
に

関
す
る
言
及
は
経
団
連
提
言
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の

代
わ
り
、
経
団
連
提
言
で
は
、「
労
働
三
権
」
す
な
わ
ち

憲
法
二
八
条
の
「
最
大
限
尊
重
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

経
団
連
提
言
が
集
団
的
労
働
関
係
法
に
関
係
す
る
提
言
で

あ
る
こ
と
に
は
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
新
時
代
研
報
告
書
で
は
、「
労
使
自
治
」
と
い
う
語

は
い
っ
さ
い
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
多
様
・
複
線
的
な

集
団
的
な
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
全
面
的
に
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
団
連
提
言
の
用
語
法

で
は
、
過
半
数
労
働
組
合
と
の
協
議
・
団
体
交
渉
ま
た
は

労
使
協
創
協
議
制
に
お
け
る
「
労
使
自
治
」
と
社
員
や
社

員
親
睦
会
等
を
相
手
と
し
た
「
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
が
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
る
点
に
も
留
意
が

必
要
で
あ
る
。

（
8
）
こ
の
場
合
分
け
の
趣
旨
は
、
経
団
連
提
言
の
注
５
に
よ

る
と
、「
各
社
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
、
労
使
交
渉
の

方
法
や
状
況
等
は
異
な
り
、
課
題
や
求
め
ら
れ
る
見
直
し

内
容
も
違
う
こ
と
に
よ
る
」（
後
掲
●
●
頁
）。

（
9
）
①
②
③
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
経
団
連
提
言
の
と
お
り
で
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あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⒜
⒝
⒞
の
区
分
は
筆
者
が
分
析

的
に
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
経
団
連
提
言
に
お

け
る
諸
提
案
の
羅
列
の
順
番
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
10
）
経
団
連
提
言
の
い
う
「
過
半
数
労
働
組
合
」
の
「
過

半
数
」
の
単
位
に
つ
い
て
は
、
事
業
場
単
位
な
の
か
企
業

単
位
で
あ
る
の
か
、
明
確
な
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。
労

使
協
創
協
議
制
の
設
置
単
位
が
事
業
場
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
照
ら
す
と
事
業
場
単
位
と
解
す
る
の
が
素
直
だ
ろ
う
。

他
方
、
経
団
連
提
言
の
③
で
は
「
就
業
規
則
の
作
成
や
労

使
協
定
の
締
結
、
労
使
委
員
会
の
決
議
は
、
企
業
単
位
で

の
手
続
き
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
」（
後
掲
●
●
頁
）

と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
経
団
連
提
言
の
注
６
（
後
掲
●
●
頁
）。
な
お
労
働
法

学
上
、
三
六
協
定
等
の
労
使
協
定
を
一
般
的
に
「
労
働
者

と
使
用
者
の
集
団
的
な
合
意
」
と
解
す
る
学
説
は
ご
く
少

数
で
あ
り
、
労
使
協
定
が
労
働
協
約
と
し
て
締
結
さ
れ
た

場
合
（
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
労
組
法
一
四
条
の
様
式

を
満
た
し
た
合
意
で
あ
る
場
合
）
の
効
力
も
労
使
協
定
と

し
て
の
効
力
と
労
働
協
約
と
し
て
の
効
力
と
を
区
別
し
て

解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
（
荒
木
尚
志
＋
岩
村
正
彦
＋
村

中
孝
史
＋
山
川
隆
一
編
『
注
釈
労
働
基
準
法
・
労
働
契
約

法
〈
第
一
巻
〉
総
論
・
労
働
基
準
法
⑴
』﹇
有
斐
閣
、
二

〇
二
三
年
﹈
三
七
頁
以
下
〔
桑
村
裕
美
子
執
筆
〕、
同
四

九
一
頁
以
下
〔
中
窪
裕
也
執
筆
〕）。

（
12
）
こ
の
対
象
業
務
に
つ
い
て
の
労
使
の
取
り
決
め
の
裁
量

性
に
対
し
て
法
令
上
の
羈
束
が
ど
の
程
度
及
ぶ
の
か
に
つ

い
て
は
記
載
が
な
い
。

（
13
）
第
一
次
的
提
案
（
過
半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の

「
合
意
」
に
よ
る
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
拡
大
）
が
立

法
と
し
て
採
用
さ
れ
な
く
て
も
、
せ
め
て
「
企
画
業
務

型
の
労
使
委
員
会
を
、
過
半
数
労
働
組
合
の
役
員
と
企
業

担
当
者
と
の
組
織
が
代
替
で
き
る
よ
う
に
」
し
て
ほ
し
い
、

逆
に
第
一
次
的
提
案
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
量
労

働
制
の
対
象
業
務
の
み
な
ら
ず
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
も
過
半
数
労
働
組
合
と
使
用
者
と

の
合
意
に
よ
っ
て
範
囲
拡
大
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
趣
旨
の
よ
う
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

（
14
）
経
団
連
提
言
の
注
９
（
後
掲
●
●
頁
）。

（
15
）
労
使
協
創
協
議
制
で
は
労
働
者
の
「
代
表
が
複
数
人
」

選
出
さ
れ
る
が
、
当
事
者
で
あ
る
「
労
働
者
代
表
者
」
と

は
誰
な
の
か
。

（
16
）
少
数
組
合
が
労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
の
少
数

組
合
員
の
労
働
契
約
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
17
）
後
掲
●
●
頁
。
こ
の
文
に
は
、
以
下
の
文
章
が
注
９

と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。「
労
使
協
創
協
議
制
に
基
づ
く

組
織
は
、
事
業
場
ご
と
に
設
置
す
る
が
、
契
約
の
締
結
単

位
に
つ
い
て
は
、
一
定
要
件
の
下
、
企
業
単
位
で
の
締
結

を
可
能
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
労
働
協
約

よ
り
も
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
な
定
め
を
し
た
就
業
規
則

・
個
別
契
約
等
の
労
働
契
約
は
認
め
な
い
（
有
利
性
原
則

の
否
定
）
と
す
る
解
釈
の
変
更
は
な
い
」（
後
掲
●
●
頁
）。

こ
の
注
９
は
、
労
使
協
創
協
議
制
に
よ
る
労
使
合
意
の
効

力
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
後
段
の
労
働
協
約
の

効
力
論
と
本
文
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
18
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
19
）
も
参
照
さ
れ
た

い
。

（
19
）
後
掲
●
●
頁
。
こ
の
部
分
を
ｃ
第
二
次
的
諸
提
案
に
含

め
た
の
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
け
る
使
用
者
側
委
員

（
経
団
連
専
務
理
事
）
の
次
の
意
見
発
言
に
依
拠
し
て
い

る
。「
労
使
協
創
協
議
制
、
こ
れ
は
仮
称
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
…
…
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
御
提
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
有
期
雇
用
等
労
働
者
を
含
め

て
、
全
て
の
労
働
者
か
ら
民
主
的
手
続
に
よ
り
複
数
人
を

選
出
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
協

議
体
と
会
社
が
労
働
条
件
に
つ
い
て
合
意
す
れ
ば
、
個
々

の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
の
締
結
権
限
を
付
与
す
る
こ

と
な
ど
を
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
協
議
制
の
導
入
は
義
務
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各

社
の
選
択
制
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
二
〇
二

四
年
三
月
二
一
日
第
五
三
回
労
働
政
策
審
議
会
議
事
録
よ

り
）。
こ
の
発
言
に
よ
る
と
、
労
使
協
創
協
議
制
の
ｂ
第

一
次
的
提
案
は
「
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
の
締

結
権
限
」
で
あ
り
、
規
律
対
象
と
し
て
は
「
労
働
条
件
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
発
言

で
は
、
契
約
当
事
者
を
「
協
議
体
と
会
社
」
と
し
て
お
り
、

「
労
働
者
代
表
者
と
会
社
代
表
者
」
と
す
る
経
団
連
提
言

と
異
な
る
が
、
こ
の
点
も
未
整
理
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
20
）
労
使
協
創
協
議
制
に
よ
る
労
使
合
意
に
つ
い
て
、
個
々

の
労
働
契
約
を
規
律
す
る
効
力
と
就
業
規
則
の
合
理
性
を

推
定
さ
せ
る
効
力
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
。

労
使
協
創
協
議
制
に
よ
る
労
使
合
意
に
つ
い
て
、
個
々
の

労
働
契
約
を
規
律
す
る
効
力
に
つ
い
て
よ
り
も
就
業
規
則

の
合
理
性
を
推
定
す
る
機
能
を
認
め
る
場
合
の
ほ
う
が

「
よ
り
厳
格
な
」
要
件
を
設
定
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
労
使

協
創
協
議
制
に
よ
る
労
使
合
意
に
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
効

力
を
持
た
せ
る
場
合
に
、
現
行
の
過
半
数
代
表
・
労
使
委

員
会
制
と
の
関
係
は
、
統
廃
合
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
整



13
労働法律旬報

◎特集／経団連「労使自治を軸とした労働法制に関する提言」を読む

理
さ
れ
る
の
か
。

（
21
）
農
林
水
産
省
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
（
畜

産
）」（
平
成
三
一
年
二
月
公
表
、
令
和
六
年
五
月
更
新
）

参
照
。
な
お
、
新
時
代
研
報
告
書
一
八
頁
で
は
「
働
く
人

の
仕
事
の
満
足
度
、
人
間
関
係
、
睡
眠
時
間
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
状
況
な
ど
を
ア
プ
リ
等
で
直
接
把
握
し
、
雇
用

管
理
・
労
務
管
理
に
活
か
す
企
業
」
の
事
例
が
な
ん
の
留

保
も
な
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
林
大
樹
「
日
本
企
業
に
よ
る
労
働
者
意
識
統
合
の
現
段

階
」
渡
辺
治
編
『
変
貌
す
る
〈
企
業
社
会
〉
日
本
』（
旬

報
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
四
八
頁
以
下
、
西
谷
敏
『
規
制

が
支
え
る
自
己
決
定
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
四
年
）

三
六
頁
以
下
参
照
。

（
23
）
経
団
連
『
希
望
の
国
、
日
本
』（ 

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
、
二
〇
〇
七
年
）
お
よ
び
経
団
連
『「
豊
か
で
活
力
あ

る
日
本
」
の
再
生
』（
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
一

五
年
）
参
照
。

（
24
）
労
働
者
人
格
と
労
働
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
久

洋
一
「
自
由
主
義
的
労
働
法
批
判
に
つ
い
て
」
和
田
肇
先

生
古
稀
記
念
論
集
『
労
働
法
の
正
義
を
求
め
て
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
二
三
年
）
一
一
二
頁
以
下
。

（
25
）
熊
沢
誠
『
労
働
組
合
運
動
と
は
な
に
か
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
二
二
年
）、
木
下
武
男
『
労
働
組
合
と
は
何
か
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
お
よ
び
同
『
格
差
社
会
に
い
ど

む
ユ
ニ
オ
ン
』（
花
伝
社
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
い
ず

れ
も
国
際
的
か
つ
歴
史
的
な
広
い
視
野
か
ら
、
現
在
の
わ

が
国
の
労
働
組
合
運
動
の
多
様
性
を
捉
え
て
い
る
。

（
26
）
経
団
連
提
言
の
注
９
（
後
掲
●
●
頁
）。

（
27
）
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
定
上
限
週
三
五
時
間
か
ら
絶
対
的

週
上
限
四
八
時
間
ま
で
は
残
業
が
許
さ
れ
る
。
絶
対
的
週

上
限
は
、
例
外
的
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
許
可
に

よ
り
週
六
〇
時
間
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
た

だ
し
、
連
続
す
る
ど
の
一
二
週
に
つ
い
て
も
平
均
週
四
四

時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
）。
こ
の
絶
対
的
週
上
限
の

超
過
は
あ
く
ま
で
も
例
外
で
あ
っ
て
、
三
六
協
定
の
特
別

条
項
の
よ
う
に
は
多
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
法
律

論
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
絶
対
的
週
上
限
四
八
時
間
の

超
過
は
「
公
序
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、「
労
使
自
治
」
の

問
題
と
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
（
な
の
で
行
政
許
可
制
の
対
象
と
な
る
）。
実
際
、
週

三
五
時
間
制
は
多
く
の
批
判
を
浴
び
な
が
ら
も
社
会
的
に

定
着
し
て
お
り
、
現
在
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
平
均

週
実
労
働
時
間
（
二
〇
二
三
年
）
は
四
〇
・
〇
時
間
で

あ
る
（https://ec.europa.eu/eurostat/databrow

ser/view
/

tps00071/default/table?lang=fr

：
二
〇
二
四
年
五
月
二

六
日
参
照
）。
こ
の
あ
た
り
（
平
均
週
五
時
間
残
業
）
が

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
に
お
け
る
労
使

自
治
の
水
準
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
生

産
性
本
部
「
労
働
生
産
性
の
国
際
比
較　

二
〇
二
三
」
に

よ
る
と
、
日
本
の
時
間
当
た
り
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
三
八
ヵ
国
中
三
〇
位
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ロ
バ
キ
ア

と
同
水
準
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
三
位

で
あ
る
（
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
の
値
）。
フ
ラ
ン
ス
週

三
五
時
間
制
の
光
と
陰
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
シ
ュ
バ
リ
エ
「
フ
ラ
ン
ス
の
週
三
五
時

間
制
」
過
労
死
防
止
学
会
第
二
回
大
会
報
告
集
（
二
〇
一

六
年
）、
本
久
洋
一
「
フ
ラ
ン
ス
労
働
時
間
法
制
の
現
在
」

季
刊
労
働
者
の
権
利
三
一
〇
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
一
頁
。

（
28
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
桑
村
裕
美
子
『
労
働
者
保
護
法

の
基
礎
と
構
造
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
一
九
一
頁

以
下
、
野
田
進
『
規
範
の
逆
転
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇

一
九
年
）
お
よ
び
本
誌
本
号
の
小
山
敬
晴
の
論
攷
（
後
掲

●
●
頁
）
を
参
照
。

（
29
）
経
団
連
提
言
注
９
（
後
掲
●
●
頁
）。

（
30
）
最
近
の
総
括
的
研
究
と
し
て
、
桑
村
裕
美
子
「
労
働

法
に
お
け
る
集
団
の
意
義
・
再
考
」
日
本
労
働
研
究
雑

誌
七
四
七
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
〇
頁
、
竹
内
（
奥
野
）

寿
「
従
業
員
代
表
制
と
労
使
協
定
」
日
本
労
働
法
学
会
編

『
講
座
労
働
法
の
再
生
〈
第
一
巻
〉
労
働
法
の
基
礎
理
論
』

一
五
九
頁
（
二
〇
一
七
年
）
参
照
。
ま
た
基
本
文
献
に
つ

い
て
は
、
後
掲
注
（
37
）
に
整
理
し
た
。

（
31
）
連
合
「
労
働
者
代
表
法
案
要
綱
骨
子
」（
案
）（
連
合
第

二
三
回
中
央
執
行
委
員
会
確
認
、
二
〇
二
一
年
八
月
二
六

日
。https://w

w
w

.jtuc-rengo.or.jp/activity/roudou/data/

roudousha_daihyohouan_an.pdf

：
二
〇
二
四
年
五
月
二

六
日
参
照
。
以
下
「
連
合
案
」）。
連
合
案
は
、
五
月
一
〇

日
の
同
研
究
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
連
合
に
よ
り
プ

レ
ゼ
ン
さ
れ
た
。

（
32
）
た
と
え
ば
、
連
合
案
第
三
項
⑴
「
使
用
者
は
、
常
時
一

〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
つ
い
て
、
当

該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
者
代
表
委
員
会
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
同
第
一
〇
項
⑴
「
労
働
者
代

表
委
員
会
等
は
、
労
働
諸
法
規
等
に
労
働
者
代
表
と
の
協

定
締
結
・
意
見
聴
取
等
を
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の

み
、
任
務
、
権
限
を
有
し
、
そ
れ
以
外
の
事
項
に
つ
い
て

使
用
者
と
協
議
も
し
く
は
交
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
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者
代
表
委
員
会
等
が
使
用
者
と
法
定
以
外
の
協
定
等
を
締

結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
協
定
等
は
無
効
と
す
る
」。

（
33
）
ア
メ
リ
カ
史
上
も
っ
と
も
有
名
な
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ

オ
ン
で
あ
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
プ
ラ
ン
は
、
従
業
員
代

表
制
（em

ployee representation plan

）
と
し
て
展
開
さ

れ
た
。
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
の
禁
止
が
国
制
の
あ
り

方
に
か
か
わ
る
基
本
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中

島
醸
『
ア
メ
リ
カ
国
家
像
の
再
構
成
』（
勁
草
書
房
、
二

〇
一
四
年
）
一
八
三
頁
以
下
。
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン

の
法
律
論
に
つ
い
て
は
、
中
窪
裕
也
『
ア
メ
リ
カ
労
働

法
（
第
二
版
）』（
二
〇
一
〇
年
、
弘
文
堂
）
五
九
頁
以
下
、

M
ark B

arenberg, D
em

ocracy and D
om

ination in the 

Law
 of W

orkplace C
ooperation: From

 B
ureaucratic to 

Flexible Production,94 C
O

LU
M

. L. R
EV

 753 (1994).

（
34
）
棟
居
快
行
『
憲
法
学
の
可
能
性
』（
信
山
社
、
二
〇
一

二
年
）
三
六
三
頁
参
照
。
私
的
自
治
（
契
約
自
由
）
原
則

の
憲
法
一
三
条
に
よ
る
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
は
、
山
本
敬

三
『
公
序
良
俗
論
の
再
構
成
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）

三
六
頁
参
照
。

（
35
）
労
使
協
創
協
議
制
は
、
ハ
イ
エ
ク
が
『
自
由
の
条
件

Ⅲ
』
第
一
八
章
「
労
働
組
合
と
雇
用
」
に
お
い
て
展
開

し
た
「
威
圧
手
段
な
き
労
働
組
合
」
論
に
似
て
い
な
く
も

な
い
が
、
労
働
者
側
の
団
体
性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

と
、
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
（
ハ
イ
エ
ク
は
最
低
基
準
法
制
の
肯
定
論
者
で
あ
る
）、

お
よ
び
立
法
論
と
し
て
で
は
な
く
一
種
の
思
考
実
験
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
る
点
等
が
、
経
団
連
提
言
と
は
異
な
る

（
本
久
・
前
掲
注
（
22
）
論
文
一
三
三
頁
以
下
）。
経
団
連

提
言
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
会
社
共
同
体
主
義
（
法
の
支
配
か
ら
の
逃
走
）

に
近
い
思
想
に
も
と
づ
く
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
36
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
毛
塚
勝
利
「
日
本
に
お
け
る
労

働
者
代
表
制
の
現
在
・
過
去
・
未
来
」
季
刊
労
働
法
二
一

六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
四
頁
は
、「
労
働
組
合
機
能
を

侵
食
す
る
」
と
い
う
論
拠
に
よ
り
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
は
、
立
法
論
に
ど
れ
ほ
ど
の
精
度
が
要
求
さ
れ

る
の
か
の
至
高
の
範
例
で
あ
る
。
な
お
、
経
団
連
提
言
の

こ
の
第
二
次
提
案
に
は
、
厚
労
省
「
今
後
の
労
働
契
約
法

制
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」（
二
〇
〇
五
年
）

一
八
頁
に
お
け
る
労
使
委
員
会
の
委
員
の
五
分
の
四
以
上

の
多
数
に
よ
り
就
業
規
則
変
更
の
合
理
性
を
推
定
す
る
と

の
試
案
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
の
か
つ
て
の
厚
労

省
試
案
に
つ
い
て
も
本
文
お
よ
び
毛
塚
論
文
と
同
じ
論
拠

に
よ
り
否
定
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
37
）
労
働
法
学
説
上
の
常
設
的
な
労
働
者
代
表
制
の
立
法

化
に
関
す
る
議
論
は
、
労
働
組
合
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
事
業
場
に
労
働
者
代
表
制
の
設
置
を
義
務

付
け
る
べ
き
と
す
る
併
存
型
を
支
持
す
る
見
解
（
西
谷

敏
「
過
半
数
代
表
と
労
働
者
代
表
委
員
会
」
日
本
労
働
協

会
雑
誌
三
五
六
号
﹇
一
九
八
九
年
﹈
二
頁
、
唐
津
博
『
労

働
法
論
の
探
究
』﹇
旬
報
社
、
二
〇
二
三
年
﹈
等
）
と
過

半
数
組
合
を
持
た
な
い
事
業
場
に
つ
い
て
の
み
労
働
者
代

表
制
の
設
置
を
義
務
付
け
る
べ
き
と
す
る
補
完
型
を
支
持

す
る
見
解
（
毛
塚
・
前
掲
注
（
36
）
論
文
等
）
と
の
対
立

を
基
軸
に
、
労
働
者
代
表
制
の
立
法
化
に
消
極
的
な
見
解

（
大
内
伸
哉
『
労
働
者
代
表
法
制
に
関
す
る
研
究
』﹇
有
斐

閣
、
二
〇
〇
七
年
﹈、
道
幸
哲
也
『
岐
路
に
立
つ
労
使
関

係
』﹇
旬
報
社
、
二
〇
二
三
年
﹈
等
）
が
両
者
を
批
判
す

る
と
い
う
布
置
連
関
に
あ
る
。
筆
者
は
、
労
働
者
代
表
制

の
立
法
化
に
消
極
的
な
見
解
に
も
っ
と
も
共
感
を
覚
え
る

が
、
原
理
的
に
非
労
働
組
合
労
働
者
代
表
制
の
立
法
化
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
過
半
数
代
表
等
の
現

行
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
手
続
き
を
徹
底
的
に
整
備
改
善

す
る
こ
と
こ
そ
が
わ
が
国
労
働
法
上
の
最
優
先
課
題
で
あ

り
（
桑
村
・
前
掲
注
（
30
）
書
は
、
現
行
の
デ
ロ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
の
制
度
が
い
か
に
労
働
者
利
益
を
守
る
た
め
の
手
段

を
保
障
し
な
い
ま
ま
法
規
制
か
ら
逸
脱
す
る
権
限
を
過
半

数
代
表
や
労
使
委
員
会
に
付
与
し
て
き
た
か
を
徹
底
的
に

論
証
し
て
い
る
）、
非
労
働
組
合
労
働
者
代
表
法
制
の
総

体
的
構
想
に
つ
い
て
は
、
労
働
に
お
け
る
民
主
主
義
の
観

点
か
ら
根
本
的
な
理
論
的
再
考
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

（
も
と
ひ
さ　

よ
う
い
ち
）


